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１．はじめに  

 五ケ山ダムは、那珂川水系那珂川（二級河川）の

上流に福岡県が建設する堤高 102.5m、堤頂長 556m、

堤体積 93万 5千m3の大規模重力式コンクリートダム

である。   

本工事は、原石山より骨材用原石を採取し、堤体

用コンクリート骨材を製造・供給する工事である。 

本報は、原石採取時に廃棄岩を低減し、原石を無

駄なく有効活用した事例について述べるものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真-1 五ヶ山ダムの原石山（平成 27 年 10 月） 

 

２．原石採取方法と課題点 

原石山においては、表土掘削を行った後、岩盤部

をベンチカット工法（切羽高 8～12m 発破掘削）に

より原石（花崗岩）を採取する。 

五ケ山ダムにおける原石材料区分を図-1、2 に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-１ 原石材料区分 

 

 

 

 

 

 

 

図-２ 原石材料区分 

ここで、原石対象材は、①－1 および①－2 材であ 

り、②材、③材は廃棄対象材である。①－2 材は、表

面が風化により褐色化しているものの、内部への影

響はなく、岩塊が硬く、骨材用原石として問題が無

い。一方、②材は内部が軟質化し、骨材用原石とし

ては使用不可としている。 

 原石対象材と廃棄対象材の境界付近においては、

「①－2 材と②材が混在している範囲（以下、混在部

と記載）」が幅広く存在し、発破による切り崩し時に

材料が混ざり合う状態が確認された。この原石対象

材と廃棄岩が混ざり合った岩石（以下、混在岩と記

載）は、従来廃棄岩として処理されている。 

 しかしながら、この混在岩を全量廃棄した場合、

予定している廃棄岩が増大し、かつ計画の原石山 

では必要骨材量が確保できないことが想定された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真-２ 混在岩の状況（発破後切羽） 

 キーワード 原石対象材と廃棄対象材の混在、選別採取、スケルトンバケット、傾斜グリズリ 

 連絡先 〒811-1234 福岡県筑紫郡那珂川町大字五ケ山地内  

 大成・間・松尾特定建設工事共同企業体 五ヶ山ダム骨材製造工事作業所 TEL 092-953-2840
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３．混在岩の性状確認 

発破直後の混在岩を採取し、室内でふるい分けし

た後、ハンマー打撃等で①－2 材と②材に選別を行っ

た結果、粒径 80mm 未満となる材料のほとんどが②

材であった。これは、風化が割れ目沿いに進行した

ため、割れ目間隔が小さいもの（粒径の小さいもの）

ほど内部まで影響を受けている、という本工事の原

石山における花崗岩の特徴である。すなわち、混在

岩中の②材は、爆砕等により、粒径 80mm 未満になる

という特徴を有することが確認された。 

 また、粒径が 80mm 以上となる①－2 材の吸水率を

測定したところ、1%未満であることが確認され、岩

塊の目視・ハンマー打撃音も硬さ B 相当であること

が確認された。 

 したがって、混在岩中の粒径 80mm 以上を選別でき

れば、混在岩の中から原石対象材である①－2 材を採

取できることが確認された。 

 

４．混在岩の選別方法の検証 

 選別方法の確認として、スケルトンバケットによ

る選別試験を行った。混在岩には、若干であるが粒

径 80mm 程度の②材が混在しており、確実な選別採取

を行うため、スケルトンバケットのふるい目寸法は

200mm×150mm とした。 

スケルトンバケット内に残った材料を移動式破砕

機により破砕し、粒径別に密度及び吸水率試験、安

定性試験、すりへり試験を行った結果、すべての粒

径で骨材の品質を有する結果となった。 

 したがって、混在岩を 200mm×150mm のスケルトン

バケットで選別し、バケットに残った材料は①－2

材として原石対象材となることが確認された。 

 

５．混在岩の選別方法の選定 

 前記の検証結果を経て、実施工においては混在岩

をより効率的に選別するため、固定式傾斜グリズリ

による一次選別を行った後、グリズリ通過材をスケ

ルトンバケットで選別する２段階選別を行った。 

 傾斜グリズリは、バー間隔を 200mm にセットした

傾斜面に、ダンプトラックで混在岩を投入し、200mm

オーバー材とアンダー材に分ける簡易ふるい分け設

備である。 

 

 

 

 

 

 

  

 

写真-３ 固定式傾斜グリズリ 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

写真-４ 混在岩の選別状況 

 

６．選別採取の効果 

この２段階選別により、約 40 万ｍ3の混在岩を選

別することで、約 12 万ｍ3 の原石（必要原石量の

13.5%）を選別採取し、必要原石採取量約 89 万ｍ3を

不足なく採取することができた。選別採取を行わな

かった場合のシミュレーションを図-３に示す。選別

採取しない場合の発破掘削量は135万ｍ3と想定され、

選別採取することで、発破掘削を18万ｍ3低減した。 

以上より、必要骨材量確保のために、従来廃棄さ

れていた混在岩から、良質の原石を選別採取した今

回の対策の効果は大きいと考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

  図－３原石採取のシミュレーション 
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バー間隔@200mm 

傾斜グリズリによる 
オーバー200mm 材の一次選別採取 

スケルトンバケットによる 
200～150mm 材の二次選別採取 
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